
本

巣

都
市
計
画

区

域
号

外

一�
平

成
二
十
二
年

一

月
二
十
日

平
成
二
十
二
年
二
月
十
二

日(

金)

午
後
六
時
か
ら

日

時

本
巣
市
上
保
一
二
六
一

番
地
四

糸
貫
ぬ
く
も
り
の
里
二

階
研
修
室

場

所

本

巣

市

関

係

市

目

次

公

示

○
岐
阜
県
都
市
計
画
公
聴
会
の
開
催

(

都
市
政
策
課)

一
ペ
ー
ジ

公

示

○
岐
阜
県
都
市
計
画
公
聴
会
の
開
催

都
市
計
画
法(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、(

仮
称)

本
巣

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン(

整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針)

に
関
す
る
都
市
計
画
の
案
に
つ

い
て
、
岐
阜
県
都
市
計
画
公
聴
会
を
開
催
す
る
の
で
、
岐
阜
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則(

昭
和
四
十
五

年
岐
阜
県
規
則
第
五
十
九
号)

第
三
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

日
時
及
び
場
所

二

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
聴
こ
う
と
す
る
都
市
計
画
の
案
の
概
要

別
記
一
の
と
お
り

三

都
市
計
画
の
案
の
閲
覧
場
所
及
び
閲
覧
期
間

１

閲
覧
場
所

岐
阜
県
都
市
建
築
部
都
市
政
策
課
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
ほ
か
、
本
巣
市
産
業
建
設
部
都
市

計
画
課
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
。
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○

岐

阜

県

公

報

号

外

毎
週

(

火
曜
日

金
曜
日)

発
行

(

休
日
に
当
た
る

と
き
は
翌
日)

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
日



交
通
拠
点

産
業
拠
点

商
業
拠
点

都
市
活
動
調
整
ゾ
ー
ン

田
園
共
生
ゾ
ー
ン

都
市
活
動
推
進
ゾ
ー
ン

地

域

区

分

(

都)

東
海
環
状
自
動
車
道
の

(

仮
称)

糸
貫
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
や
樽
見
鉄
道
の
主
要
駅
周
辺
を

中
心
と
し
た
地
区

大
規
模
工
業
施
設
集
積
地
や(

都)

東
海
環
状
自
動
車
道
の(

仮
称)

糸
貫
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の

地
区

(

都)

東
海
環
状
自
動
車
道
の

(

仮
称)

糸
貫
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
南
部
及
び(

主)

岐
阜
関
ヶ

原
線
の
沿
道
に
位
置
す
る
地
区

(

主)

岐
阜
関
ヶ
原
線
及
び(

都)

長
良
糸
貫
線
の
沿
道
周
辺
地
域
に

お
い
て
、
営
農
環
境
と
の
調
和
に

留
意
し
な
が
ら
、
生
活
利
便
性
や

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
の
向
上
に
資
す

る
取
り
組
み
を
計
画
的
に
進
め
る

区
域

田
園
風
景
や
営
農
基
盤
の
保
全
及

び
有
効
活
用
を
図
り
、
こ
れ
ら
と

調
和
し
た
良
好
な
住
環
境
を
備
え

て
い
く
区
域

(

国)

一
五
七
号
沿
道
地
域
の
市

街
地
を
中
心
と
し
て
、
都
市
活
動

を
行
う
上
で
必
要
な
都
市
基
盤
や

土
地
利
用
の
規
制
・
誘
導
を
図
り
、

居
住
や
産
業
等
の
活
動
を
優
先
す

る
区
域

お

お

む

ね

の

位

置

地
域
の
玄
関
口
と
し
て
の
拠
点

地
域
経
済
を
支
え
る
産
業
の
拠

点 大
型
商
業
施
設
及
び
公
共
施
設

等
が
集
積
す
る
、
に
ぎ
わ
い
の

拠
点

営
農
環
境
と
の
調
和
を
図
り
、

生
活
利
便
性
や
ま
ち
の
に
ぎ
わ

い
を
計
画
的
に
進
め
る
ゾ
ー
ン

田
園
風
景
と
営
農
環
境
が
調
和

し
た
良
好
な
住
環
境
の
確
保
を

図
る
ゾ
ー
ン

本
区
域
に
お
け
る
都
市
活
動
を

推
進
す
る
ゾ
ー
ン

目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く
り
の

イ

メ

ー

ジ

２

閲
覧
期
間

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
日(

水)

か
ら
同
年
二
月
三
日(

水)

ま
で(

土
曜
日
及
び
日
曜
日

を
除
く
。)

の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

四

公
述
の
申
出
方
法

１

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
平
成
二
十
二
年
二
月
三
日(

水)

ま
で
に

〒
五
○
○
―
八
五
七
○

岐
阜
市
薮
田
南
二
丁
目
一
番
一
号

岐
阜
県
都
市
建
築
部
都
市
政
策
課

へ
別
記
二
の
様
式
に
よ
る
公
述
申
出
書
を
一
部
提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、
郵
送
に
よ
り
提
出
す
る

場
合
は
、
期
限
ま
で
に
必
着
の
こ
と
。

２

公
述
申
出
書
の
提
出
は
、
持
参
又
は
郵
送
に
よ
る
も
の
と
し
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
及
び
電
子
メ
ー

ル
に
よ
る
提
出
は
認
め
な
い
。

３

公
述
の
内
容
は
、
都
市
計
画
の
案
の
範
囲
と
す
る
。

４

公
述
申
出
書
の
中
に
同
趣
旨
の
意
見
が
多
数
あ
る
場
合
は
、
公
述
を
申
し
出
た
者
の
う
ち
か
ら
、

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
選
定
の
上
、
公
聴
会
の
前
日
ま
で
に
本
人

に
通
知
す
る
。

五

公
聴
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
県
都
市
建
築
部
都
市
政
策
課(

電
話
〇
五
八
―
二
七
二
―
一
一
一
一

内
線
三
七
五
五)

、

又
は
本
巣
市
産
業
建
設
部
都
市
計
画
課

六

そ
の
他

公
述
申
出
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
公
述
の
申
出
が
な
い
場
合
に
は
、
公
聴
会
を
開
催
し
な
い
。
そ

の
場
合
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。

公
述
人
の
陳
述
の
要
旨
及
び
そ
の
対
応
方
針
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。

別
記
一

一

都
市
計
画
の
目
標

本
区
域
の
都
市
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、｢

自
然
と
人
が
共
生
し
、

快
適
で
こ
こ
ろ
ふ
れ
あ
う
ま
ち｣

を
都
市
づ
く
り
の
将
来
像
と
す
る
。
都
市
づ
く
り
の
基
本
理
念
は

｢

自
然
と
人
が
共
生
し
、
快
適
で
こ
こ
ろ
ふ
れ
あ
う
ま
ち｣

と
し
、
こ
の
実
現
に
向
け
た
都
市
づ
く

り
の
目
標
を
次
の
と
お
り
示
す
。

１

豊
か
な
自
然
を
守
り
、
活
か
す
ま
ち
づ
く
り

２

安
全
・
安
心
で
快
適
に
過
ご
せ
る
ま
ち
づ
く
り

３

活
力
に
満
ち
、
こ
こ
ろ
が
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り

二

地
域
ご
と
の
市
街
地
像(

ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ)

本
区
域
を
地
域
の
特
性
を
も
と
に
六
つ
の
地
域
に
大
別
し
、
地
域
ご
と
に
目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く

り
の
イ
メ
ー
ジ
を
示
す
。

三

区
域
区
分(

市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域)

の
決
定
の
有
無
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本
区
域
で
は
、
次
の
理
由
に
よ
り
区
域
区
分
を
定
め
な
い
。

１

既
成
市
街
地
内
の
住
宅
地
に
つ
い
て
は
、
市
街
地(

用
途
地
域)

外
に
お
け
る
特
定
用
途
制
限

地
域
等
の
指
定
に
よ
る
無
秩
序
な
市
街
化
の
抑
制
に
よ
り
市
街
地
外
へ
の
宅
地
化
の
に
じ
み
だ
し

を
防
ぎ
、
住
宅
需
要
に
つ
い
て
は
、
市
街
地
内
で
の
宅
地
化
の
誘
導
を
図
る
こ
と
で
対
応
可
能
で

あ
る
こ
と
。
ま
た
、
工
業
地
に
つ
い
て
は
工
業
団
地
へ
の
誘
導
を
図
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
市
街

地
の
拡
大
は
必
要
な
い
こ
と
。

２

既
成
市
街
地
内
に
は
緑
豊
か
な
戸
建
て
住
宅
を
中
心
と
し
た
市
街
地
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
今

後
、
都
市
計
画
道
路
及
び
都
市
計
画
公
園
の
整
備
並
び
に
公
共
下
水
道
整
備
計
画
を
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
良
好
な
居
住
環
境
の
提
供
を
推
進
し
、
幹
線
道
路
沿
道
の
大
規
模
商
業
施
設
等
と
の

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
市
街
地
の
形
成
を
図
る
こ
と
が
可
能
な
こ
と
。

３

既
存
の
幹
線
道
路
沿
道
に
お
け
る
都
市
的
土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
位
置
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に

基
づ
く
局
部
的
な
も
の
で
あ
り
、
用
途
地
域
に
よ
る
適
正
な
土
地
利
用
の
誘
導
と
市
街
地
外
に
お

け
る
特
定
用
途
制
限
地
域
等
の
指
定
に
よ
る
無
秩
序
な
市
街
化
の
抑
制
に
よ
り
環
境
の
悪
化
を
防

ぐ
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

４

市
街
地
外
に
お
い
て
は
、
幹
線
道
路
の
整
備
等
に
よ
り
開
発
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
上
昇
す
る
可
能

性
が
あ
る
が
、
近
年
は
宅
地
開
発
も
沈
静
化
し
て
お
り
、
将
来
的
に
も
大
幅
な
人
口
増
加
は
見
込

ま
れ
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
。

５

本
区
域
は
全
域
的
に
農
地
の
多
く
が
農
業
振
興
地
域
に
お
け
る
農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
開
発
に
よ
る
無
秩
序
な
自
然
環
境
喪
失
の
可
能
性
は
低
い
こ
と
。

四

主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１

土
地
利
用
に
関
す
る
方
針

一�
住
居
系

�
都
市
活
動
推
進
ゾ
ー
ン
に
お
い
て
は
、
低
層
、
低
中
層
の
住
宅
を
基
本
と
し
た
居
住
環
境

の
保
全
を
図
る
。

�
日
常
生
活
に
必
要
な
施
設
の
立
地
に
よ
る
生
活
利
便
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
生
活

基
盤
と
な
る
都
市
計
画
道
路
及
び
下
水
道
の
整
備
を
積
極
的
に
行
う
。

�
田
園
共
生
ゾ
ー
ン
に
お
い
て
は
、
農
地
の
ま
と
ま
り
を
保
全
・
確
保
し
、
営
農
環
境
や
、

多
様
な
生
物
の
住
み
か
と
し
て
の
機
能
及
び
遊
水
機
能
の
維
持
に
努
め
る
。

�
集
落
地
に
つ
い
て
は
、
周
辺
の
田
園
や
里
山
の
環
境
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、
居
住
環

境
の
改
善
・
向
上
及
び
主
要
公
共
施
設
等
を
中
心
と
し
た
土
地
利
用
の
ま
と
ま
り
の
確
保
を

図
る
。

�
市
街
地
縁
辺
部
で
は
、
開
発
動
向
等
に
応
じ
て
市
街
地
と
し
て
の
設
定
を
図
り
、
良
好
な

環
境
の
整
備
・
誘
導
を
行
う
。

二�
商
業
系

�
都
市
活
動
推
進
ゾ
ー
ン
に
お
い
て
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
大
型
商
業
施
設
を
中
心
と
し
た

既
存
の
集
積
を
活
用
し
、
広
域
的
な
交
流
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
の
場
と
し
て
各
種
サ
ー
ビ
ス
施

設
の
集
積
立
地
を
誘
導
す
る
。

�
地
域
住
民
や
周
辺
都
市
住
民
の
利
用
に
配
慮
し
た
利
便
性
の
高
い
空
間
形
成
を
図
る
。

�
都
市
活
動
調
整
ゾ
ー
ン
を
中
心
に
、
営
農
環
境
や
居
住
環
境
の
保
全
を
基
本
と
し
な
が
ら
、

生
活
利
便
性
の
向
上
や
地
域
振
興
に
資
す
る
効
率
的
な
土
地
利
用
を
図
る
。

�
大
規
模
集
客
施
設
周
辺
に
つ
い
て
は
機
能
の
発
展
・
維
持
を
進
め
、
周
辺
環
境
へ
の
配
慮

や
、
無
秩
序
な
開
発
の
誘
引
に
よ
る
公
共
コ
ス
ト
の
増
加
、
地
域
固
有
の
価
値
の
破
壊
を
招

か
な
い
よ
う
に
、
計
画
的
な
開
発
を
目
指
し
た
各
種
制
度
に
よ
る
規
制
・
誘
導
を
行
う
。
な

お
、
次
の
二
地
区
を
大
規
模
集
客
施
設
立
地
エ
リ
ア
に
設
定
す
る
。

①

モ
レ
ラ
岐
阜
駅
及
び
近
接
す
る
大
規
模
集
客
施
設
が
集
積
す
る
地
区

②

(

主)

岐
阜
関
ヶ
原
線
沿
道
の
大
規
模
集
客
施
設
が
立
地
す
る
地
区

三�
工
業
系

�
産
業
拠
点
を
中
心
に
、
大
規
模
工
業
施
設
、
地
域
産
業
を
支
え
る
工
場
等
の
集
積
立
地
や

機
能
維
持
を
図
る
。

�
周
辺
の
居
住
環
境
、
営
農
環
境
へ
の
影
響
に
配
慮
す
る
よ
う
に
誘
導
す
る
。

四�
緑
地
等

�
北
東
部
の
船
来
山
は
、
森
林
の
少
な
い
平
坦
部
で
の
ま
と
ま
り
あ
る
緑
が
残
さ
れ
て
い
る

貴
重
な
里
山
で
あ
り
、
良
好
な
市
街
地
景
観
を
支
え
る
要
素
と
し
て
の
役
割
も
考
慮
す
る
な

か
で
、
風
致
地
区
等
の
指
定
を
検
討
し
、
積
極
的
な
保
全
を
行
う
。

�
市
街
地
外
に
広
が
る
農
地
に
つ
い
て
は
、
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
等
の
都

市
計
画
制
度
以
外
の
規
制
と
の
調
整
に
よ
り
開
発
の
抑
制
に
努
め
、
農
地
を
保
全
す
る
。

五�
そ
の
他

�
田
園
の
環
境
・
風
景
と
調
和
し
た
、
ゆ
と
り
と
趣
の
あ
る
集
落
環
境
を
維
持
す
る
た
め
、

市
街
地
外
に
お
い
て
は
特
定
用
途
制
限
地
域
を
指
定
す
る
こ
と
で
、
居
住
環
境
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
周
辺
の
田
園
風
景
を
阻
害
す
る
建
物
立
地
を
抑
制
す
る
。

�
農
地
、
保
安
林
、
砂
防
指
定
地
、
土
砂
災
害
危
険
箇
所(

土
石
流
危
険
渓
流
・
急
傾
斜
地

崩
壊
危
険
箇
所)
等
は
災
害
防
止
の
観
点
か
ら
保
全
し
、
開
発
を
抑
制
す
る
。
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�
席
田
用
水
は
疎
水
百
選
に
も
選
ば
れ
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
乱
舞
も
見
ら
れ
る
な
か
で
、
そ

の
保
護
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
。

�
(

都)

東
海
環
状
自
動
車
道
及
び(

仮
称)

糸
貫
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
、(

主)
岐
阜
関
ヶ
原
線
の
四
車
線
化
、(

都)

長
良
糸
貫
線
の
整
備
等
を
背
景
に
、
本
区
域
全
体
と

し
て
無
秩
序
な
宅
地
化
を
抑
制
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
農
林
漁
業
に
関

す
る
土
地
利
用
と
の
調
整
を
図
っ
た
上
で
、
都
市
計
画
制
度(

用
途
地
域
、
特
定
用
途
制
限

地
域
、
地
区
計
画
、
風
致
地
区
等)

を
計
画
的
に
活
用
す
る
。

２

都
市
施
設
の
整
備
に
関
す
る
方
針

一�
交
通
施
設

�
(

都)

東
海
環
状
自
動
車
道
及
び(

仮
称)

糸
貫
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て
は
、
早

期
整
備
を
目
指
す
と
と
も
に
、
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
の(

都)

糸
貫
イ
ン
タ
ー
線((

国)

一
五
七
号)

の
四
車
線
化
を
進
め
る
。

�
本
区
域
と
周
辺
地
域
を
結
ぶ
利
便
性
の
高
い
道
路
網
を
構
築
す
る
た
め
に
、
道
路
網
整
備

計
画
の
策
定
と
こ
れ
に
基
づ
く
計
画
的
・
効
率
的
な
整
備
を
進
め
る
。

�
市
街
地
を
迂
回
す
る(

市)

西
部
連
絡
道
路
及
び
根
尾
川
左
岸
堤
防
道
路
等
の
幹
線
道
路

の
整
備
を
図
る
。

�
本
区
域
の
主
要
な
道
路
で
は
、
歩
道
の
拡
幅
並
び
に
街
路
灯
及
び
そ
の
他
交
通
安
全
施
設

の
設
置
を
図
る
。

�
糸
貫
川
等
の
水
と
緑
の
資
源
を
取
り
込
み
な
が
ら
、
安
全
で
楽
し
み
な
が
ら
歩
け
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
る
。

�
都
市
内
の
幹
線
と
な
る
道
路
で
は
、
美
し
く
快
適
な
道
路
空
間
を
保
全
・
創
出
す
る
た
め

の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

�
本
区
域
を
南
北
に
縦
断
し
て
い
る
樽
見
鉄
道
は
、
交
通
弱
者
等
の
移
動
を
支
え
、
渋
滞
緩

和
に
も
資
す
る
人
・
環
境
に
や
さ
し
い
交
通
手
段
と
し
て
活
用
を
進
め
る
。

�
鉄
道
利
用
の
利
便
性
向
上
と
と
も
に
、
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
の
意
向
や
幹

線
道
路
の
整
備
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
路
線
網
の
構
築
を
検
討
す
る
。

二�
下
水
道
及
び
河
川

�
河
川
の
水
質
保
全
を
図
る
た
め
、
公
共
下
水
道
事
業
や
農
業
集
落
排
水
事
業
等
、
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
手
法
に
よ
り
、
生
活
排
水
の
適
正
処
理
を
進
め
る
。

�
犀
川
、
政
田
川
及
び
根
尾
川
で
は
、
治
水
対
策
と
し
て
河
川
改
修
を
進
め
る
と
と
も
に
、

糸
貫
川
等
の
主
要
な
河
川
で
は
河
川
沿
い
の
緑
化
や
遊
歩
道
の
整
備
を
図
る
。

�
美
し
い
河
川
風
景
を
眺
め
な
が
ら
歩
け
る
空
間
づ
く
り
を
進
め
る
。

�
河
川
相
互
を
結
ぶ
横
断
方
向
の
緑
道
や
地
域
資
源
を
結
ぶ
よ
う
な
緑
道
の
設
定
・
整
備
を

図
り
、
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
進
め
る
。

３

市
街
地
開
発
事
業
に
関
す
る
方
針

一�
既
成
市
街
地
の
再
整
備
を
優
先
し
て
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
上
で
、
集
約
型
都
市
構
造
の
実

現
を
目
指
し
、
官
民
が
協
働
し
た
多
様
か
つ
柔
軟
な
市
街
地
開
発
事
業
等
に
よ
り
良
好
な
市
街

地
の
形
成
に
努
め
る
。

二�
市
街
地
内
の
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
済
み
区
域
や
、
市
街
地
外
の
基
盤
整
備
済
み
区
域
に

つ
い
て
は
、
地
区
計
画
制
度
等
の
活
用
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

三�
市
街
地
周
辺
や
大
規
模
集
落
周
辺
と
い
っ
た
地
域
で
は
、
宅
地
化
を
図
る
範
囲
を
で
き
る
限

り
明
確
化
し
な
が
ら
、
地
区
計
画
等
に
よ
る
社
会
基
盤
を
確
保
で
き
る
様
々
な
手
法
に
よ
り
、

良
好
な
居
住
環
境
の
形
成
を
図
る
。

四�
市
街
地
外
に
お
い
て
は
、
営
農
環
境
及
び
居
住
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
に
特
定
用
途
制
限

地
域
等
の
指
定
検
討
を
行
う
。

五�
(

主)

岐
阜
関
ヶ
原
線
、(

主)

岐
阜
大
野
線
及
び(

都)

長
良
糸
貫
線
等
の
沿
道
で
は
、

計
画
的
な
開
発
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
特
定
用
途
制
限
地
域
の
ほ
か
、
用
途
地
域
、
地
区
計
画

等
の
各
種
制
度
に
よ
る
規
制
・
誘
導
を
行
う
。

４

自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
に
関
す
る
方
針

一�
自
然
に
囲
ま
れ
た
集
落
地
の
生
活
環
境
整
備
や(

都)

東
海
環
状
自
動
車
道
等
の
都
市
基
盤

整
備
に
伴
う
新
た
な
土
地
利
用
の
検
討
に
際
し
て
も
、｢

自
然
環
境
の
保
全
や
こ
れ
と
の
共
生｣

を
前
提
と
し
た
開
発
を
考
え
る
。

二�
市
民
が
利
用
し
や
す
い
都
市
公
園
等
の
整
備
・
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
取
り

組
み
と
連
携
し
た
公
共
空
間
・
民
有
地
で
の
緑
化
を
進
め
る
。

三�
都
市
計
画
公
園
以
外
の
主
要
な
公
園
に
つ
い
て
も
都
市
公
園
と
し
て
位
置
付
け
、
維
持
管
理

を
推
進
す
る
。

五
｢

四

主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針｣

に
基
づ
き
、
主
な
土
地
利
用
、
都
市
施
設
及
び
市
街

地
開
発
事
業
の
お
お
む
ね
の
位
置
を
示
す
図
面
は
、
総
括
図
の
と
お
り
と
す
る
。
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平
成
22年
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月
20日
付
け
で
岐
阜
県
公
報
に
登
載
さ
れ
た
(仮
称
)
本
巣
都
市
計
画
区

域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
都
市
計
画
決
定
案
(素
案
)
に
つ
い
て
､
次
の
と
お
り
意
見
を
述

べ
た
い
の
で
申
し
出
ま
す
｡

平
成
年
月
日

岐
阜
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事
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２
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い
｡
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